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関数電卓の表示や
キーの構成は
こんな感じ！

オールクリアキー

設定状態シンボル

◆関数電卓の『基礎知識』
１．液晶表示とキーの配置

（２）

入力式

計算結果

カーソルキー（上下左右）

シフトキー

アルファキー

オプションキー

電源オンキー

メニューキー

削除キー

演算実行キー

アンサーメモリーキー指数置数キー

【関数キー】

【置数キー】 【演算キー】

【操作キー】

【電卓の表示部】

分数キー

三角関数キー
（機能キーを含む）



① Wキー で電源が入る
※使い始めは、基本計算機能画面になる

※各機能使用中は、個別の表示画面になる

① qを押すと、電卓画面上部に

シンボルが点灯。

② シンボルが点灯した状態で、キーの上側に

黄色でOFFと表記されたCキーを押すと

電源が切れる Wq C

２．電源のＯＮ／OFF

（３）

■電源を入れる

（シフト）

シンボル

＜基本計算機能画面＞

『キーの上側に黄色で
OFFと表記されている

Cキーを使う』

シンボルはもう一度

qキーを押すと消えるよ

◆関数電卓の『基礎知識』

■電源を切る



『シフト機能』
カンマ： ，

■閉じ括弧キーの場合

①キーの表面に印字された機能
『直接（入力）機能』

①閉じカッコ： ）

『アルファ機能』

エックス ：ｘ

３．キーの機能表記の説明

（４）

キーの上部にある
黄色と赤の文字に

注目！

②黄色で書かれた機能 ③赤で書かれた機能

※この資料でのキー操作説明は、
キーの表面に印字されている名称を使います。

◆関数電卓の『基礎知識』



シンボル
（シフト） （エス）

（アルファ） （エー）

① ) ⇒ ） を表示

① q を押し、画面左上に シンボル

を点灯させ、) を押す

⇒ シフト機能： 表示

① Q を押し、画面左上に シンボル

を点灯させ、) を押す

⇒ アルファ機能：ｘ表示

② o で一文字消去

Cで画面クリア

シンボル

)Qq

４．キーの使い方：シフト機能とアルファ機能

，

（５）

（カンマ）

（エックス）

【Point】
同時に２つ以上のキーは押さないよ。

（デリート：Delete）

（オールクリア：All Clear） oC

■キーを単独で使う

■シフト機能でキーを使う

■アルファ機能でキーを使う

◆関数電卓の『基礎知識』



① w で計算モードの選択画面を表示
※『機能アイコン』と日本語で『機能名』が表示

② 画面のスクロールや機能の選択は
カーソルキー（$,R,!,E ）で
行なう

③ 機能のアイコンを反転表示させたら
= キーで決定

５．計算モードの選択

（６）

【Point】
アイコンの右下にある数字を

置数キーで（例えば、1）

押しても基本計算機能が

選べるよ。

下向き ▼ は
スクロールできる
画面があると言う意味

=

R
$!

E
カーソルキー

w=

R

$

!

E

◆関数電卓の『基礎知識』



① ６ p ４ P ５

② =

① n で小数に変換できる

② 再度のn で元に戻せる

（エスディー）

※初期設定では、出力形式が数学自然表示
なので、計算結果が分数表示になる。

（例） ６－４÷５

n=

◆『基本計算』
１．計算入力と結果表示形式の切替

（７）

一般的な電卓では
６－４÷５の答えは０．４になるけど
関数電卓は正しく判断して計算するよ。

※分数や無理数形式などの結果表示は

nキーを使えば小数形式に変換できる。

■計算入力

■結果表示形式の切替



■出力結果を初めから小数表示に設定

① q wで機能設定画面を表示

② 『入力/出力』の1を選び、次画面で

『数学自然表示入力/少数出力』の

2を選択

③ ６ p ４ P ５ =

C=

２．計算結果表示形式の設定

（８）

※計算結果がいつでも小数数（表示）になる

※設定を元に戻すには、 q w 1 1

q w

表示形式選択画面

（例） ６－４÷５

機能設定画面

◆『基本計算』



① C ６ p ４ O ５

② !

③ o で間違ったO （×記号）を消去

④ 正しいP （÷記号） を入力して=

※カーソルキーで、間違えた入力 O（×記号） の
後（右側）にカーソル（たて棒表示）を移動

! o=

３．入力の訂正方法

（９）

※間違えて、 6－4×5 と入力した

※数値の４と５の間にカーソル点滅

★ = を押した後でも同じ手順で訂正できる

（かける）

（かける）

（わる）

↑：カーソル

（例） ６－４÷５

◆『基本計算』



４．『p』：（引き算記号） と 『 z 』：括弧マイナス（負記号）の使い分け

（１０）

C z 5 p 2 =

※負数：－５の入力には、負記号zを使う。

（例） －５－２＝－7

z p

◆『基本計算』

【Point】
関数電卓には、引き算で使用するp（引く）と

負記号に使用するz（括弧マイナス）がある。

（負数記号）

（引き算記号）

■負数を含む計算



■ 分数記号よりも分子を先に入力する方法

C ２ a ５ =

２
５

（分数記号）（下カーソル）

５．分数の入力 （１）分子が単項式の場合の入力

の入力

（分数記号）

=a R
（１１）

（例）

↓カーソルの位置

◆『基本計算』

■ 分数記号を先に入力する方法

a ２ R ５ =

【Point】
・関数電卓では、 分子⇒分母 の順に入力するよ。



■ 分子を先に入力する方法

■ 分数記号を先に入力する方法

a １ + ２ R ５ =

１＋２
５

の入力

=a R

５．分数の入力 （２）分子が多項式の場合の入力

（１２）

)

（例）

【ポイント】

１+２a５= と入力すると

正しく計算できない

こんな場合は分数記号を
先に入力した方が良いよ！

◆『基本計算』



（例）

■９の４乗根

６．関数の計算 （１）無理数の計算

q ^ ４ $ ９ =

（１３）

^q s

（例）

■９の平方根

s ９ =

（例）

■９の３乗根

q s ９ =

９

３９

４９

（３乗根）

（べき乗根）

◆『基本計算』



（例） ５
４

（３乗）

６．関数の計算 （２）指数の計算

５ ^ ４ =

（例） ５
２

（例） ５
３

５ d=

５ qd=

（１４）

^d

◆『基本計算』

■５の４乗

■５の２乗

■５の３乗



（例） ｌｏｇ２

（ログ）

６．関数の計算 （３）対数の計算

g ２ )=

（例） ｌｎ２

（例）ｌｏｇ３２

h ２ ) =

q z ３ $ ２ =

（１５）

hz g

■常用対数

■自然対数

■底指定対数

※底＝３の場合

（エル・エヌ）

ｌｏｇ■□

◆『基本計算』



■度数法での計算

① qw 2 1

（例） sin ３０

② j ３ ０ )=

６．関数の計算 （４）三角関数

（角度単位） （度数法(D)）

（１６）

：角度単位を度数法に設定

)j

q

w

（例） sin 

② jqKa6$)=

① q w 2 2

K（ π ）

π

６

■弧度法での計算

◆『基本計算』

（角度単位） （弧度法(D)）

：角度単位を弧度法に設定



６．関数の計算 （５）積分計算

（例）

① q wで機能設定画面を表示

② 『入力/出力』の1を選び次画面で

『数学自然表示入力/少数出力』の

2を選択

③ y

④ １ a [$ $

⑤ １ $ ５ =

a y[
（１７）

※ｘの入力には独立キー：[がある

※積分記号、数式、下限、上限の順に入力

表示形式選択画面

機能設定画面

※出力結果の表示を小数に設定する。

★ここでは、出力結果を小数に設定します。

◆『基本計算』

dx∫ １
ｘ1

5



◆名前があるメモリーに数値や計算結果を記憶して使用する機能です。

１．変数メモリー機能 ※変数記号として、A～F、ｘ、ｙ、 M が使える

JQ
（１８）

◆『便利な機能』

A

B ※Jを押すと シンボルが点灯し
Q無しで文字を指定することができる

① ６．０２ J z

② ２．７１８ J x

（例）A ＝ ６．０２、B＝ ２．７１８ のとき、A＋B、A２＋B２を計算

③ A＋B を計算

Q z + Q x =

④ A２＋B２ を計算

Q z d + Q x d =

⑤ 登録内容の確認（一覧表示）q J

⑥ 一覧表示の解除は、 C

A B

A B

RECALL



２．素因数分解、 ３桁カンマ表示

（例） 1４×１５

①qwEE

②3

■３桁カンマ表示

（例） １００×１００００

①１４ O １５ =

②q x
（ＦＡＣＴ）

x
（１９）

③1 １００O１００００=

（３桁区切り）

（する）

q w

◆『便利な機能』

■素因数分解



１．よく使うキー、便利なキー ※％、π、ｅ、ｌｏｇ■□

（例） １２５０×８％

２ q K P １ ．１=

（例） ２π÷１.１

１２５０ O ８ q M =
（％）

（π）

q h z ２ =
（ e ■）

２ ．５ Q K =

（例） ２.５ e

z MK h
（２０）（ e ）

◆『補足』

■％（パーセント）

■π（パイ：円周率）

■ｅ（イー：ネイピア数）の入力（１）

（例） e －２

■ｅの入力（２）



１ + ２ =

（プリアンサーメモリー）

① １＋２

２．アンサーメモリー（Ans)・プリアンサーメモリー（PreAns)

② （①の結果）÷（①で加えた個数）

（２１）

MQd

◆Ansには直前の計算結果、PreAnsには更に１つ前の計算結果を記憶。
ここでは例として、連続する自然数の和と、その相加平均を計算します。

※計算結果：３ ⇒アンサーメモリー

※（１）の計算結果：３ ⇒プリアンサーメモリーに移動

（２）の計算結果：１．５ ⇒アンサーメモリー

M P ２ =

③ （①の結果）＋３

④ （③の結果）÷（③で加えた個数）

【１～２まで】 【１～３まで】 【１～４まで】
・連続する自然数の和： １＋２＝３ １＋２＋３＝６ １＋２＋３＋４＝１０
・相加平均 ： （１＋２）÷２＝１．５ （１＋２＋３）÷３＝２ （１＋２＋３＋４）÷４＝２．５

Q M + 3 =

M P ３ =

※相加平均を計算すると結果がAnsに入るため、PreAnsから連続する自然数の累計を呼び出す。

◆『補足』

（例）



３．リセット

① セットアップ情報のリセット

q 9 1 =

② メモリ内容のリセット

C q 9 2 =

③ 全て（①と②）のリセット：初期化
C q 9 3 =

q
（２２）

◆用途によって使い分けることが出来る３種類のリセットがある

9

RESET

RESET

RESET

◆『補足』


